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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年 11 月 17 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたのでお知らせいたします。 

記 

 

平成 21 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）           

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 前回発表予想（Ａ） 
百万円

710,000
百万円

23,000
百万円

20,000
百万円 

11,500 
円 銭

13.88

 今回発表予想（Ｂ） 685,000 26,000 23,000 10,500 12.67

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 25,000 3,000 3,000 △ 1,000 －

 増   減   率（％） △ 3.5 13.0 15.0 △ 8.7 －
（ご参考）前期実績 

（平成 20 年３月期） 
659,215 36,118 32,232 16,560 19.98

 

平成 21 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）            

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

 前回発表予想（Ａ） 
百万円

420,000

百万円

12,000

百万円

12,000

百万円 

8,000 

円 銭

9.65

 今回発表予想（Ｂ） 395,000 14,000 14,000 7,000 8.44

 増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 25,000  2,000  2,000 △ 1,000 －

 増   減   率（％） △ 6.0 16.7 16.7 △ 12.5 －
（ご参考）前期実績 

（平成 20 年３月期） 
382,293 18,105 16,420 7,799 9.41

 

業績予想修正の理由 

（1）個別 

売上高に関しましては、円高による外貨代金の邦貨換算額の目減りに加えて、売上予定の一部案

件が翌期以降へずれ込んだこと等により減少する見込みにあります。 

損益面におきましては、全社を挙げて取り組んだ固定費の削減対策による販売費及び一般管理費

等の費用発生の抑制、操業が高水準で推移したことによる原価差益の発生、各事業部門でのコスト

ダウン効果等の各種要因に伴って、営業利益、経常利益とも前回発表時から上方修正となる見込み

です。 

なお、当期純利益は、平成 21 年１月９日付の「投資有価証券評価損に関するお知らせ」のとおり、

投資有価証券評価損は第３四半期までは 62 億円でしたが、平成 21 年３月期では 75 億円に確定した

ため、これを特別損失に織り込んで予想しております。 

（2）連結 

連結の業績予想につきましては、ほぼ個別と同様の理由から、上記のとおり、前回発表時より売

上高は減少、利益面では営業利益、経常利益は増加し、当期純利益は減少する見込みです。 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報における仮定を前提としていますので、実際

の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以上 


